
均1.0459/d1で 、この差は有意ではない。

o・5%試 薬の場 合、陽性 の平均 ユ・0239/dl、陰性 の平

均1・044&/dlで 、この差は有意ではない。

即 ちカル ボール反応 と αグロブ リン濃度 との聞 には相

関関係 は認め られ ない◎

(3)欝 グロブ リン濃 摩 との関係

1.5%試 襲の場合、陽性の平均1・0幻9/d1、 陰 性の平

均 α8969/dlで 、 この差 は有意ではない。

1・0%試 堪の場合、陽性 の平均 ヌ・0189/dl、陰性の平

均 α919購1で 》この差は有意ではない。

0・5%試 薬 の場合、陽性 の平均1・1439/dl、 陰性の平

均0・953g/d1で 、この差 は有意ではない◎

即 ちカルボール反応 と βグロブ リソ濃 度との聞には相

関 々係は認 められ ない¢

(4)Yグ ロブ リン濃度 との関係

1・5%試 薬の場 合、陽性 の平均1・7239/dI、 陰 性の平

均 ユ・2弗9/dlで 、この差は有意ではない。

1の%試 薬 の場合 、陽性 の平均1,7459/dI、 陰性の平均

1・2929/d1で 、 この差 ほ有意であ る
。

0・5%試 薬 の場合 、陽性 の平均1・S8g/dI、
。陰性 の平均

1・4789/d1で 、 この差 は有意 では ない。但 しこの場 合陽

性3例 に対 して、陰性49例 であるので、将来多数 の陽

性例 を得 れぼこの差 も有意に な り得 ると想像 され る⇔

即ち ヵルポ{ル 反応 とYグ ロプ リン濃度 との聞には

1・G%試 薬 の場合相関関係が認 められ る。爾検定 は〔1〕

に於け ると同様に、F分 布 の表に よる検定 及びt試 験 に

よる検定 に よつたo

結 論

以上の結果に よつて明かな如 く、カルボ ー ル 反 応は

AIG比 の低 下 してい るものに陽性 に餌易 く、その グロ

ブ リン増加の内訳は 、α ケ資ブ リソ、3グ ㍑ブ リンとは

相関関係な く、独 り 了 グロブ リソ濃度 の増加 と相関関

係 のあ る窮が認 められ る◎

結 語

第1、2、3報 に於 て報告 した所 を綜合す ると、木反
　

応は グロブ リン反応 の一種 であろ うと想 像 され 帆結 撲性

疾患 の特異的反応 とは考 えられ ない◇然 し赤血球沈降反

応 などと同桜 に一般病 勢診断上有力 な反応の一 つである

と考 えられ るぴ

稿 を終 るに臨み御懇篤 な御指導を賜つた麗 立小諸療愛

所 長阪本 享吉先生、東京大学北フ1ぐ台助教授に深 謝 し、御

校閲 を賜 つた沖 中重雄教授、国立東京第一病院長坂 口康

i蔵各 誉教授 に謹謝する箒
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喀 疾 の 血 清 学 的 研 究

其の■ 抗肺結核室洞内容物血清と肺結核

広島医科大学 和田内科教室(主任 和田直教授)

、 森 岡 大 三

1緒 言
先に私は結核肺室洞内容の性状を血清学的に検索して

その抗原性を認め、空洞内容に対する免疫体産生に関与
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免疫原.免 疫動物及び免疫血清は何れ も前報 に報告 し

た ものである。

実験方 法

沈降反応及び補体結合反応は第1報 に於け ると同様 な

方法に依 った。 穐

補 体結合反応 はUhle盆hnth氏 沈降反応 の成績 と比較

す るため25倍 稀 釈の抗空洞内容血清 を用いて逓減稀 釈

の喀褻浸出液 との間に行 った。次に沈降反応及び補 体結

合反応 に使用 した反応 原は健康 人唾液 、肺結 核喀疾並び

に非結 核喀湊 である◎喀褻はそ の1ccを 生理的食塩 水9

0¢ と混和 し小硝子球 を有 ナる「コル ベソ」内に入れ2～3

第 一・表

ナるものは主として室洞内容物中に含有せられている肺 分間煮沸 し、次いで良く振塗 し均等性乳濁液状を呈する

臓組織自体乃至その崩壊産物である事を本誌 巻 に至って直ちに濾紙で濾過 しδ0倍、100倍・200倍以下

号に発表した◎之に引続いて私は抗空洞内容血清と喀湊 逓降的に稀釈した液を使用す。既の場合喀湊;は喀出後可

との関係を窺うべく肺結核室洞内容物を以って免疫 した 及的迅速に使用した。喀出後の二次的変化が本実験に影

家兎血清を用いて沈降反応及び補体結合反応に依り諸種 響を及ぼさざるやを=考慮 したからである◎又唾液の影響

疾患特に肺結核喀湊の反応性を検査 し些か知見を得たの を出来るだけ防止ナる意図のもとに喀婆窺にとった後濾

でこζに報告する。 輪編で出来るだけ唾液吸収除去する様にした◇

吸収試験は抗空洞内容血清につき結核菌、人血清、肺II実験材料並びに葵験方法
・

臓粉末を吸収原として吸収試験を行った。その方法は前葉験材料

報告と同機である。 結核菌浮游液は1ca中 に結核菌

1mg含 有の結核菌浮游生理的食塩水を前報と同様な方

法に依って作った◎

皿1肺 結核喀疲と抗空洞内容血清

との関係

① 肺結核喀褻 と抗塞洞 内容血清 との間 に於 ける沈降

反応

50名 の肺結 核患者喀屡に就 て見 ると沈降反応は全例陽

性 でそ の陽性程度は200倍 以 上,高 きは1600倍 迄陽性

を示 した(第 一表)。

レ

氏 糟瞬 締1諜 合1集

う

肺結核喀疾 と抗空洞 内容血 清 との問に於 ける沈降反応
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② 肺結核喀屡に対す る抗 室洞内容 前t清の沈降反応 と

病 状 との関係

i)海 準反忘 と一一ec状態 との関係
"
一毅状態 の軽症 と思われ るものは反応陽性度 も弱い例

が多 く、 貢症者では強 陽性 を示す ものが 多 い(第 二 表

A)。

ii)沈 降反応 と喀湊 中結 核菌 との関係

沈峰反 宕笑施 と同時 に喀疫 中の結 核菌 を検査 し菌数 を

Gaffkyて 表わ した◎喀疫 中結 核菌 を多 く検査 す る もの

程 大体本 沈降反応 も強陽性を示す ものが多 かつた(第 二

表 おジ。

iii)沈 降反応 とX涙 上察洞 との関係

X線 上空洞 を認め難iいものを(一)、 塞 洞 ら しきものを

認める もの(±)、 小 室洞1個 を認 める もの(+)、 大空洞

3ζは小空洞2個 以上を認め るもの(升)と したが 、空洞 の

存 否が 沈降素 価の高 低に影響 を及ぼ←し察洞 の 序明 な例程

陽性度が高い(第 二表C)6k

iv)洗 降反応 と赤血球沈降速 度との関係

赤1血球 沈降速 度は沈降反応実施 の赫後 少 くも1週 間以

内に測定 し、判定 には1時 問値 を採 つた◎赤 沈20粍 以

下 では1600倍 陽性 を示す ものは50例 中1例 もな く、

51粍 以 上では6例 を数 え、前者 では800倍 腸 性2例 を

示すに反 し、後 者では12例 の多 きを数へた。即 ち赤 沈

値 の高い もの程 、諺毛降素値 も高 く出る傾 向が あゑ(第 二

表D)。

v)沈 降反 宕と喀 療性状 との関係

喀褻が膿 性を増 すに従 つて沈降反応 の 陽 性が増加す

る。粘液のみで殆ん ど膿を混ぜぬ ものは20⇔ 借以上の反

応 を示 さない(第 二表E)。

i第二表 肺結核喀湊 の沈降反応 と病状 の関係

A一 般 状態 との関係

一般状態

沈降反応
喀 の 。 稀 釈 倍 数

200 400 SOJ 1600

軽 症1 7(14%) '2(4%)

t 0
「
ー 0

中 症

重

3(6%)1 8(16%) i
症1 0 4(8%)

7(14%) 0

1 10(2り%) 9(1S%)

B喀 湊 中結核菌 との関係

ぎ
、㌧

結核菌

㌦＼
、

沈降反応

＼㍉＼ く

　

喀

2・「 … 「

の

・
稀 釈 倍 数

400

Gaffky・/1 5(10%) 4(8%)

SOO 1600

0 0

Ga舳y・-丁 迄1

Gaffky、i～X迄

5(10%) 7(・4%)1 7(・4%)1 3(6%)

0 1 3(6%) 10(20タ5) 6(12%)

C笙 洞 との関係

＼

沈降反応
の 稀 釈 倍 数 【

華

空 淘
{
…
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14・ ・ 1 800 】

　

160◎

卿 i4(8%)i 0 1
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D赤 血球沈降速度 との関係

沈 降 原 応1

.■
喀 の 稀 釈 倍 数

赤沈値
一

10粍 以 下

200
1

400 80σ 1600

0 0 0 0

11～20粍 2(4%)

21～50粍 5(10%)

5・ 粍 以 上1 3(6%)

1(2%) 2ご4%) 0

3(6%)

cα ご・6ノ

一一i

6(・2タ6)・3こ6%)}

7(動 一 墨 型}

E喀 疲性状 との関係

＼丸
.ド 。沈 降 反 繊

麗 捉＼_.1

喀 の 稀 釈 倍 数

200 400 SOO

粘 液 性1 2(4%) 0 0

2<4タ の

7(14%)

1600

粘 減 膿 性{ 6(12%) .

膿 粘 液 倒 2(4%)

6(12タ の

の㌔
/

6(9り

膿 性} 0
雨」

1 5(10%) 8(16%)

0

0

3(6%)

…一 一一}

6(12%){

③ 肺結核喀湊 と抗 空洞内容血清 との問に於 ける補体8名 の肺結 怯患者に就 て見 ると沈降反:応と大体平行 し

結 飯 店" .た 廠 示 してい る(第三表)・

第三表 肺結核嗜癖 と抗 空洞内容血清 との問に於け る襯 儒 合反応
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柵

拶

小括

肺結核喀痩は抗空洞内容血清との間に於ける沈降反応

及び補体結合反応何れも同一・律度に陽性を示し、一般状

態の悪化と共に、 塞洞の顕著な例程、 喀痩中菌排出の

多い程、赤沈が促進する程1更 に喀療の性状が膿性化す

る程沈降反応の陽性度が高い事が推定 ざれる善

IV健 康人唾液及び非結核零疲と抗

空洞内容血清との関係

① 健康人唾液と抗空洞内容血清との聞に於ける沈降

反応

10例中全例が陽性ではあるが陽性度は低く50借 を越

える例を見ない(第四表)o

② 非結核喀湊と抗塞洞内容血清との間に於ける沈降

反応 ご

非結核性疾患即ち急性気管枝炎、気管枝喘息,急 性肺

炎,気 管枝拡張症並びに肺壊疸等の喀湊との間の沈降反

応は全例陽性ではあるが急性気管枝炎及び気管枝喘息患

第四老 健康人唾液と抗空洞内容血清との間に於ける沈降反応

氏 名 年 令及1
ぴ性

唾 液 の 稀 釈 倍 数

10 50 100 200' 400

照
的
水

虚

塩

竃
生
食

…

19

♀
十 i一馨一「 「 「=一 一 「=「 一=「i一:=』 二

24

♂

…18

♀

+1
十

23

♂ ナ

豹
♂

十

十

+

訪
♂

十 十

雲
十一 十 十

十

28

舎
+1 +i

ミ く

一__二____ .一ヒ ニ_
__1_・_

C

i}

!-1一

者の喀褻に於ては最高100倍 を示すに止り、急性肺炎、

気管枝拡張症及び肺壊疽では最低400倍 、最高16GO倍

を示した(第五表)。

③ 聖非結核喀褻と抗空洞内容血清との間に於ける補体

結合反応

非結核疾患として急性気管枝炎t肺 壊疽を選びi之 の

喀屡との補体結合反応は急性気管枝炎200倍 以上の陽性

を示すものなくt肺壊疽では最低1600倍 、最高3200倍

陽性を示し沈降反応の陽性度と大体平行関係にあ る(第

六表)。

小振

健康人唾液t非 結核喀疫は抗空洞内容血清との間に沈

降反応及び補体結合反応弱度陽性を示すが、肺組織の崩

潰を伴い鴛る急性肺炎、気管枝拡張疲及び肺壊疽に於て

鱒

は高度に反応する。即ち胸内組織破壊現象の高度な疾患

の塔婆程抗室洞内容血清との沈降反応並びに補体結合反

応が強く現われる傾向が認められる◎

以上の成績を更に確めるために抗空洞内容血清に就て

結核菌浮游液、人血清及び健康肺臓粉末に依る吸収を試

みた。

V吸 牧 試 験

① 吸収処置の抗空洞内容血清に及ぼす影響(吸 収後

に於ける肺結核喀痩に対する沈降反応)

i)結 核菌浮游液に依る吸収試験

吸収前と吸収後の沈降反応はその陽性度に変化なく襲

収に依る影響は認められなかった(第 七表A)。

② 人血漕に依る吸収試験

一_.8一_一
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第五表 非精核曙疲 と抗空洞内容血清 との間に於 ける沈降反応

病

名
氏 名 年令

性 縢菌観論 汽。。≒ 醤 請
1600

急

性

気

管

検

1剴 粕 劇 一 十 一1一 ト 一1一 ト ト

謹
ト

数
唖

蝉
懸 隔i■ ボト レ ー ト1■ 一

1劉 劉 ■+{+ 昌._.1 1一 ト一
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肺
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一 匿1粘 剛 ■+「+1刊+
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壊
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シ
,

一{蓉 睡 膿籍 トi+1+i+i 一ナ1+卜

.一1劉 膿1襲隷書1+ +1+「 刊+!+1-1一 ト

「iiT額 劇 連圃+田+1+1+1矧+卜

第六表 非結核喀疾と抗空洞内容血清との間に於ける補体結合反応

量

病

名

氏 名 ・

①沈 降 反 副 喀 疾 の 稀 釈 倍 数
一 対 照

生理的
食塩水②補儒 飯 応i・ ・15・}刺2・ ・ゆ ・{8・・卜6・・陣}鋤 ・
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肺臓粉末に依る吸収試験.

例とも殆んど安全に肺臓に依り吸収された(第七表

沈降反応に依 り吸収前800倍 陽性 の 蕎

陽性 を示すに蚕 り各例 と も可成 りの程度

を認 めた(第七表B)。

第七表

対 照
生理的
食塩水

数

3200

暢 性 の もの吸収後100倍 ③ 肺臓粉末に依 る駆

りの程度に吸収 され る事 各例 とも殆ん ど安全 に

り 。

第七表 吸収 処置の抗空洞 ド雪害血清に及ぼす影 悪

人 結核菌に依 る吸収

取 前1喀 疾 の 稀 釈 倍
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C健 康肺臓粉末に よる吸収

番

。14

氏 名
吸 収 前

吸'収 後

_}
前

喀 湊 の 稀 釈 倍

・・15・ い ・・12・ ・14・ ・sつ ・丁翻

。+「1+ +ト ト
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32・)o,食 塊 水 、

..__}

後 1一 ト1一 !一.
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+i+卜1+巨{+1

卜1+

1一 暦 一

+{+1+1+卜

総
一周二

}"
、

一十
'
十十十十十

_選 一」 二」 ■ 一1■ ■ 一ト
前

後

前

後

塑i

+1・+1+

■
+卜i+1+1■ 一

1一 卜 卜1一

卜i+i+i+

1■ ■
+ト+1一 、

一 ト1一 卜 卜

小指

肺結核喀湊 と吸収 処置後 の免疫血清 との開に於 ける沈

降反応は吸収原 として結核菌を用い た場合は殆ん ど影響

を受 けず1人 血清に依 って可成 りの程度に 、肺 臓粉末 に

依 って著明に吸収 され反応度減弱する窮 を認 めた。

VI結 核 喀 疲 と抗 人血 清 との 間 に於

け る沈 降 反 慮

5名 の肺結核患者喀疫 に就て検す ると抗血清Uhle皿 一

飯ath氏沈降素価2504倍 もあ るに拘 らず10倍 迄反応

せ る もの2例 》50倍 が2例i100倍 が1例 となって低

い陽性度 を示 すに過 ぎない。 響

即 ち結核喀袋 と抗人血清 との聞 の沈降反応はその沈降

素 面25000倍 と言 う高い価を示 すに拘 らず羅高100倍

と言 う極 めて低い反応度 を示すに過 ぎないが、同時 に施

行 した抗 空洞内容血清 との 閥 の沈降反応 はその 沈降素

価5000倍 と言 う低い価 に拘 らず最低200倍 の陽性 度

.を示 した。

V耳 喀疾 と抗 肺 血 清 との 間 に於 け る

沈 降 反慮

① 結穫喀痩 と抗肺血清 との間に於け る沈降反応

6名 の肺結核患者喀屡に就 て見る と全例陽性 でその陽

性 度は高 く最高3200借 、最低SOO倍 の陽性度 を示 し

た。

② 非結核塔婆 と抗肺血清 との問 に於け る沈降反感

急性気管枝炎2例 、急性肺炎2例 、肺壊疸1例 の喀痩

に就 て見 ると急性気管枝炎では何れ も200倍 以 下、急性

肺 炎及び肺壊疸 では400倍 以上 駕OO倍 迄 の陽性度 を示

した◎

小 括 ● 弔

銃肺血清 と斉 種疾患 の喀疑 との間の沈降反応は同時に

11一__
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第 八表 肺結 核喀疲 と抗人 血清 との問に於け る沈降反応

菟
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第九表 、肺結 核喀療 と抗肺血清 との間 に於 ける沈 降反応
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第十衷 非結核喀湊 と抗肺血清 との間に於げ る沈降反応
ψ

病

名

急
性
気

i① 抗空洞

氏名1内 容血清

確 抗轍

非 結 核 喀 疾 の 嚇 稀 釈 倍 数

…1 卿 4・・ い ・・1・6・ ・132・ ・
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①

②
■
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肺

炎

肺
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疽

① ・ 十

+

.
十 十

② 十 十 十

一
+

十

① 十 十 +} =lI ■

哺

【

+
=

　
十

・

七

「

② 至 十 十 十 十

施行した既述の抗室洞内容血清との沈降反応を血清沈降

素価を考慮に入れて比較すると両種血清間に判然たる優

劣は認められず1抗 空洞内容血清と喀燧との沈降反応の

場合に於ける成績の如く肺内組織の破壊現象の強いと考

之られる肺結核、急性肺炎1肺 壊疽の喀湊に強く反応す

る事を認めた◎

VIII総 括並びに考按

喀褒は抗空洞内容血清に対して反応原性をもつている

が、この事は喀湊の成生機転から考 え て当然と言えよ

うQこの抗原性を賦与するものとして比の室洞内容申に

存在する結核菌、破壊肺組織及び血液成分其の他が考え

られるが、肺結核患者50例 の喀屡と抗空洞内容血清と

の間に於ける沈降反応並びに補体結合反応陽性慶と患者

の示す一般状態・空洞の有無・喀湊中結核菌・赤血球雌

速度、喀湊;の膿性化等との問には略ヒ平行関係が認めら

れ、尚又非結核性疾患に於ても肺壊疽、急性肺炎i気

管枝拡張症等の喀痩が高い陽性度を示す事を証明した。

則ち肺内組織破壊の高騰な場合の疾患の喀湊程反応度が

高い事を知り、主として肺組織に由来する導が想際せら

れる。既の想儀を更に根拠づけるために行った吸収試験

では喀湊に対する沈降反応に於ても結核菌で抗空洞内容

血清を吸収した場合の沈降反応は殆んど影響されずt人

血清に依る吸収でも沈降反応に及ぼす影響はそれほど多

くない。之に反し肺臓粉末に依る吸収では殆んど完全吸

収の状態を示しているo且 つ文抗人血清と肺結核喀痩と

の沈降反応は低い陽性度を示すにすぎないが抗肺血清に

対しては椀盛洞内容血清に対すると同程度の高い陽性度

を示す。既の事も抗空洞内容血清の抗原性は肺組織その

ものが主役をなしていると言う箏を裏づけするものであ

る◎以上に依り抗空洞内容血清に俵って喀痩中に証明さ

れる物質は結捜に対し特異性を証明され難いが、主とし

て破壊された肺臓組織に由来するものであり、同時に血

清成分もその物質の一部を占めている事が判明した。結

局特異性の有無に拘らず肺臓組織の破壊が強い程:本沈降

反応は高い陽性度を示すのである◎之等の事実は喀褻の

血清学的研究上誠に意義深い所で、従来行われた諸研究

を一歩前進せしめたものであり、儲 報告の聞の関聯性

を明瞭ならしめた所が少ないのみならず将来臨床上にも

興味i潔い応用が期待され得よ5◎

IX結 語

① 抗空洞内容血清は健康人唾液、非結核喀湊、及び

結核喀湊と沈降反応並びに補体結合反応を呈す◎

② 結核喀婆と抗室洞内容血清との間に於ける沈降反

応は一般状態、X線 顔、喀褻中の結核菌、赤J血球沈降速

度・喀湊の性状と略 ζ平行状態にあり筋組織破壊が高度

なもの程本沈降反応も高い陽性度を示す。

③ 非結核喀湊と抗空洞内容血清との間に於ける沈降

反応潭ぴ補体結合反応は肺組織破壊の高度な疾患の喀婆

程沈降反応及び補体結合反応も高い陽性瞳を示す。

④ 結核喀湊と抗空洞内容血清との沈降反応は結核喀

褻に特異的のものではない♂ も

⑤ 抗入血清は結核喀痩と沈降反応を呈すがその陽性

度は低い。

⑥ 抗肺血清は結核喀湊及び非結核喀痩と沈降反応を

呈し抗空洞内容血清との間に優劣は認め難い。

欄筆するにあたり御指導並びに御稿閲を賜った恩師和

田教授並びに衛生学教室大川教授に衷心より謝意を捧

げ、種 御々支援を頂いた和田内科教室並びに衛生学教室

諸兄に感謝の意を表す◎
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